
２０１１年度 教育目標：自ら学ぶ，豊かな人間性とじょうぶなからだをもった子ども

Ｈ２４．１．１９（木） 第２８号 文責 校長 安藤 勇司

今週の土曜日〈1/21〉は「大寒」で，文字どおり寒い日が続いています。昨日

の通勤時，外気温が－６度でした。ここを乗り切れば，次は「立春」です。実際

の春はまだ遠いとしても，気持ち的には何となく嬉しくなります。土曜日犬の散

歩をしていましたら，この寒い中けなげに咲くたんぽぽの花を一輪見つけました。

ここしばらくの寒さ，皆様も風邪などひかないようにして過ごしてください。（他

校では，インフルエンザが出てきたようです。）

成人式に出席して（雑感） １／８（日）市文化センターで成人式が開催され，

初めて出席しました。須賀川市のそれはどんな形で行われるのか，多少興味がありました。オープニン

グは，奥州須賀川松明太鼓保存会の方々の演奏です。その後すぐに式が始まり，成人証書授与（代表 1

名）・市長あいさつ・来賓祝辞（市議会議長）・誓いのことば（代表2名）というシンプルなものでした。

時間にして太鼓演奏から約３０分（小学校の卒業式より短い）でした。シンプルな理由は簡単です。中

身の濃い内容にしても，話を聞いていないので意味がないためだと思います。マイクを通して話をして

いるので代表者の声は聞こえますが，ここかしこから私語が聞こえてきて実に雑然としていました。（久

しぶりに友人と会い話すことが沢山あるのは分かりますが，

式後，会場を開放してそういう時間と場を設定してあるので

すから・・）須賀川市内で小・中学校の教育活動に携わる先

生方，私の知る方々の大部分は熱心に教育活動をしています。

でも，その成長した姿が話を聞けない大人であることを考え

る時，どこに問題があるのだろうと考えさせられます。問題

の一つは，「自由」の誤った認識ではないかと思います。世の

中何でも自由であったならば，秩序というものがなくなりま

す。秩序を守るために，最終的には「法律」がありますが，

ひと昔前までは法律を出して来なくても「常識」というもので世の中うまくいっていたと思います。前

に立った人が話をしていれば，黙って聞くのが当たり前（常識）だったはずです。当たり前と感じる人

が以前は多くいたのに，価値観の多様化で「当たり前」が「自由」に侵略されているのではないでしょ

うか。会津藩の教えで言えば，理屈ぬきで「ならぬものはならぬ」を教えていく必要があると考えます。

田善顕彰版画展への取り組み 江戸時代の郷土の銅版画家「亜欧

堂田善」を知り須賀川に誇りと愛着を持ってもらうことを目的の

一つとして，毎年実施されています。締め切り間近で，どの学級

でも版画作りに取り組んでいます。出来上がりの白と黒のバラン

スをイメージして，一生懸命取り組んでいます。（最後の印刷段階

では服を汚してしまう児童もいるようですが・・・）２月の授業

参観時には掲示されていると思いますので，どうぞご覧ください。

今年度，第２回ＭＣＬ取り組み実施 本日MCL取り組み用紙を配付しました。少し早めに配付しました

が，休みを利用して家族で取り組みを確認していただくためです。小さな取り組みですが，それによっ

て有意義な生活が送れるのであれば，意味のあることだと思います。よろしくお願いいたします。尚，

取り組みの曜日に関係なく，７日間の学習時間を記入するようお願いいたします。


